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【研究成果の概要】 （ 文 字 の大 き さ 9 ポ イ ント ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 程 度）  
（ 目的 ）  

言 語発 達 障 害 の一 種 で あ る特 異 的 言 語発 達 障 害 （以 下 SLI） で は ，語 彙 的側 面 は 形 態統 語 的 側 面に

比 して 良 好 だ と報 告 さ れ てい る （ Paradis ＆  Gopnik, 1997）。こ の こ と は語 形 成 に も当 て は ま るだ

ろ うか 。 語 の 中に 統 語 構 造を も つ も のと し て ， 統語 的 複 合 動詞 が あ る 。一 方 ， 語 彙的 複 合 動 詞は ，

そ のよ う な 構 造を も た な いと さ れ る （影 山 , 1999）。 こ れ ら のこ と か ら ， SLI の疑 い が あ る言 語 発達

障 害児 の 複 合 動詞 の 音 読 にお い て は ，語 彙 的 複 合動 詞 に 比 して 統 語 的 複合 動 詞 の ほう で 読 み 誤り や

自 己修 正 な ど の非 流 暢 性 が多 く 見 ら れる と 予 測 する 。 そ こ で本 研 究 で は， SLI の 疑 い の ある 言 語発 達

障 害児 を 対 象 とし て ， 語 彙的 複 合 動 詞と 統 語 的 複合 動 詞 の 音読 の 特 徴 に差 が 見 ら れる か ど う かを 明

ら かに す る こ とを 目 的 と した 。  

 

（ 方法 ）  

１ ）対 象 児  

対 象児 は ， 言 語発 達 の 遅 れを 主 訴 と して 言 語 障 害通 級 指 導 教室 （「 こ と ばの 教 室 」） に通 室 す る 小

学 3， 4 年 生 の 児 童 3 名 （ A～ C 児） で あ っ た 。 3 名 中 2 名に つ い て は， 読 み検 査 課 題 を行 い 著 し い読

み 困難 が な い こと を 確 認 した 。 ま た ，残 り の 1 名 に つ いて は ， 通 級指 導 教室 の 担 当 者へ の 聞 き 取り

か ら著 し い 読 み困 難 が な いこ と を 確 認し た 。 な お， 本 研 究 のデ ー タ 収 集は ， 保 護 者か ら 書 面 によ る

同 意を 得 て 行 った 。  

２ ）手 続 き  

実 験は 個 別 に 行っ た 。 複 合動 詞 の 前 項動 詞 と 後 項動 詞 の 音 読課 題 （ 動 詞音 読 課 題 ）と 複 合 動 詞の

音 読課 題 （ 複 合動 詞 音 読 課題 ） の ２ 課題 を 行 っ た。 複 合 動 詞の 刺 激 語 は， 前 項 動 詞（ 例 ： と ぶ ），

後 項動 詞 （ 例 ：ま わ る ／ まく る ） の 1 音 目 の 音 節， モ ー ラ 数を 統 制 し た語 彙 的 複 合動 詞 （ 例 ：と び

ま わる ） と 統 語的 複 合 動 詞（ 例 ： と びま く る ） の組 が ６ 組 ， 計 12 語 で あっ た 。 動 詞音 読 課 題 は前

項 動詞 と 後 項 動詞 ， 計 18 語 で あ った 。 両 課 題と も ，デ ィ ス プ レイ に 注 視 点 を 1500 ミ リ秒 呈 示 し た

後 ，ク リ ッ ク 音と 共 に 一 語ず つ 刺 激 語を 呈 示 し ，音 読 す る よう 求 め た 。な お ， 刺 激語 は す べ て平 仮

名 で提 示 し た 。対 象 児 の 反応 は IC レ コー ダ ー で 録音 し た 。  

３ ）分 析 方 法  

 語彙 的 複 合 動詞 と 統 語 的複 合 動 詞 の音 読 に お ける ， 読 み 誤り と 非 流 暢性 を 分 析 した 。  

 

（ 結果 と 考 察 ）  

 複合 動 詞 音 読課 題 に お いて ， A 児 で は 読 み誤 り 又は 非 流 暢 性が 統 語 的 複合 動 詞 で 2 回 観 察 さ れた 。

B 児 で は 語彙 的 複 合 動詞 の み に 1 回 ， C 児 で は統 語 的複 合 動 詞 と語 彙 的 複 合動 詞 そ れ ぞ れ 3 回 ず つ読

み 誤り 又 は 非 流暢 性 が 観 察さ れ た 。 動詞 そ の も のの 音 読 が 読み 誤 り 又 は非 流 暢 性 に影 響 し た 可能 性

が ある 反 応 は ， B 児 と C 児 に 1 回 ず つ 観察 さ れ て おり ， い ず れも 語 彙 的 複合 動 詞 で あっ た 。  

 これ ら の 結 果か ら ， SLI の 疑 いが あ る 言 語 発 達 障害 児 の 中 には ， 複 合 動詞 の 音 読 に困 難 さ を 示す 者

が 存在 す る 可 能性 が 示 唆 され た 。 し かし ， 読 み 誤り 又 は 非 流暢 性 の 特 徴の み で は ，語 内 の 統 語構 造

が SLI 児 の 音 読に 影 響 を 与え る か ど うか は 不 明 なま ま で あ った 。  

今 後の 課 題 と して ， 反 応 潜時 及 び 反 応時 間 を 用 いた 詳 細 な 分析 と 定 型 発達 児 と の 比較 が 必 要 であ

る と考 え る 。  

【研究成果発表方法】 
さ らに 対 象 児 を増 や し た うえ で ， 本 研究 の 成 果 を国 内 の 学 会で 発 表 し ，コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン 障害

学 に投 稿 す る 予定 で あ る 。  

※ 発 表 論 文 名 （ 口 頭 発 表 を 含 む ）， 氏 名 ， 学 会 誌 等 名 （ 投 稿 中 ・ 投 稿 予 定 ・ 執 筆 中 ） を 記 入 す る こ と 。  

※ 本 経 費 を 用 い て ， 報 告 書 （ 冊 子 等 ） を 作 成 し た 場 合 に は ， 本 様 式 と と も に 1 部 を 提 出 す る こ と 。  

な お ， 提 出 さ れ た 報 告 書 は 教 育 実 践 研 究 推 進 本 部 を 通 じ て 附 属 図 書 館 へ 寄 贈 す る 。  

 


